


 

 

 ごあいさつ 

 

 

都市計画マスタープラン（都市計画に関する基本的な方針）

は、1992 年（平成４年）に施行された都市計画法の改正で策

定が位置付けられました。 

本市では、1998 年（平成 10 年）に第１次都市計画マスタ

ープラン、2007 年（平成 19 年）に第２次都市計画マスター

プランを策定し、計画的にまちづくりを進めてまいりました。 

そして、この度、本市の将来のあるべき姿と方向性を明ら

かにした第５次総合計画の策定と歩調を合わせ、都市計画マ

スタープランの改定を行いました。 

我が国は、少子高齢化が進展し、人口減少社会が到来しています。この大きな流れを

踏まえた取り組みが今、求められています。 

一方、本市は広域的な交通環境に恵まれた優れた立地環境を有しています。市街地部

では、立命館大学大阪いばらきキャンパスの開校、東芝スマートコミュニティ構想、（仮

称）ＪＲ総持寺駅の設置といった未来の本市をリードする新しい動きが、また、北部地

域では、彩都、安威川ダム、新名神高速道路の建設が進んでいます。 

これらのプロジェクトを活かしながら、夢と希望のある都市づくりを推進していかな

ければなりません。 

この都市計画マスタープランは、このような本市のこれからの姿を市民の皆さんとと

もに考え、つくってきたものであり、新たな時代を描いた「都市計画マスタープラン」

となったと考えています。 

本市といたしましては、第５次総合計画および本マスタープランに基づき、「夢があ

ふれるまち いばらき」のまちづくりを推進してまいります。 

また、市民の皆さんのまちづくり活動等に本マスタープランをご活用していただきた

いと期待しております。 

最後になりましたが、本マスタープランの改定にあたりまして、熱心に議論していた

だきました都市計画審議会委員および貴重なご意見をいただきました市民の皆さまに

厚くお礼申し上げます。 

 

平成 27 年（2015 年）３月 

茨木市長  木 本 保 平 
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都市計画マスタープラン内での用語の使い分けについて 

■都市計画、都市づくり、まちづくり 

都市計画と都市づくり、まちづくりは以下のように使い分けを行います 

都 市計画…法や制度としての都市計画や学問領域、理論をさす場合に使用 

都市づくり…都市計画や都市整備など、市としての大きな方針に係わる活動

をさす場合に使用 

まちづくり…地域における住民、企業、行政等による自律的で継続的な環境

改善に関する活動をさす場合に使用 

 

■市民、住民、民間 

市民と住民、民間は以下のように使い分けを行います 

住民…一定の地域の居住者を想定する場合に使用 

市民…市内居住者全般をさす場合に使用 

市民等…市内居住者だけでなく、在学、在勤など本市において活動するあら

ゆる人々をさす場合に使用 

民間…企業、事業者、大学、NPO などの主体 

 

 

 


